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麻生区区民会議 第３回企画部会 議事要旨 

１ 開催日時：平成２４年１１月５日（月）午後７時００分～午後９時１８分 

２ 開催場所：麻生区役所第４会議室 

３ 出席者：[企画部会委員] 

金光部会長、田中副部会長、石井委員、菅原委員、村主委員、東川委員 

[事務局] 

安生企画課長、白石担当係長、藤江、桑原 

４ 傍聴者  １名 

５ 議 事 

※ 企画部会の副部会長の設置の有無について 

【決定事項】 

協議の結果、企画部会には副部会長を設置することとし、田中委員に決定した。 

（１）広報・広聴活動について  

【説明事項】 

   ・金光部会長より、麻生区各地域メディア概要（メディあさお、マイタウン、タウンニュ

ース（麻生区版））について説明（資料１、２） 

  【決定事項】 

   ・各メディアへのアプローチは、金光部会長および他１～２名にて行う（訪問日程調整は事

務局が行う）。 

   ・毎月、随時部会より田中副部会長に投げ込み記事を送付→企画部会にてチェック→事務局

チェック→出版社へ送るというサイクルをまわす。

【主な意見】 

   ・区民会議、ＨＰ、地域メディアぞれぞれの棲み分けが必要。 

 ・基本的には無料でやりたい。そのため、面白くアピールするものとしたい。 

（２）専門部会の検討経過報告 

  ア 安全・安心のまちづくり部会 

【説明事項】 

   ・村主委員より、部会経過報告（資料３、４） 

【主な意見】 

（緊急避難とは） 

    ・「緊急避難」とはどういう意味か？ 

     →災害発生時から自らの命を守るまで（避難生活前）までを指す。「釜石の奇跡」と

いう言葉があるが、地震発生時にいかに自らの周囲の安全確認をし、自分の身をどう
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守るかの重要性が認識されている。 

   （自助の向上を） 

    ・これまで、公助が進んだため、自助が疎かになった。区民の目線で死者を出さないよ

うにすることが重要。 

・朝・昼・夜で想定が違う。網羅的に、詳細に検討してもらえるとありがたい。 

     →みな「（自分は）大丈夫」と思っているので準備をしていない。非常持出品なども

押入れ等の奥にしまっている、賞味期限が過ぎても交換していない。東日本大震災

でこれまでよりは意識が高まっているなか、注意喚起したい。 

（麻生区としての問題に着目を） 

    ・麻生区としての問題にも着目して欲しい。 

         →麻生区には活断層があるとともに、急傾斜、危険箇所などが多い。自分達の住んで

いるエリアの災害上の現状把握・公開を行い、きちんと区民に認識してもらうよう

にすると良い。 

 イ 若者が住みたくなる魅力あるまちづくり部会 

【説明事項】 

    ・石井委員より、部会経過報告（資料５） 

【主な意見】 

  （子育て世代とは） 

・子育て世代とはどこまで想定しているのか。 

→まだ詰めきっていないが、大学生以下の子どもの親を想定している。 

    （子育てしやすい環境） 

・「子育てしやすい環境」というのは「学校」で決まるが、そこに触れられていない。 

→「子育てしやすい環境」とは、高い教育の質、交通の便、買い物の利便性、さまざ

まな要素があり範囲が広い。アンケート調査を行って、麻生区の現状評価やニーズ把握を

行う。  

→麻生区は、買い物や通勤に不満がある人が多いと聞く。今の若い人たちは「職住近接」

と言って、職場と自宅が近いことを好む傾向にある。 

→麻生区の周辺（小田急沿線）には学校がたくさんあり、中学生の80％が私立中学校

に通っている。地元の中学には通いたくないと聞く。 

（審議テーマの目的）  

・この部会の審議テーマの目的はなにか？少子高齢化の時代を迎え、多くの人に麻生区

を選択して来てもらいたいということか。 

     →ご指摘の通り。出産率の向上や、麻生区は子育てしやすいというイメージができた

ら成功。老後環境の良さもＰＲできると良い。 

     →交流人口が増えるという事でも良いのでは。 

     →住んでもらうことが重要。 

・目的によって、議論・手段が違ってくる。 

    （芸術文化について） 
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・麻生区は芸術文化で売り込んでいるが、若者は何に魅力に感じるのかを把握する必要

がある。渋谷、下北沢には（若者を引きつける）何があるのか？ 

・芸術文化行事は子どもや若者が参加しやすい。芸術文化を通じて子ども、若者を呼び

込みたい。 

・昭和音大などとのコラボなどで音楽活動をやるなど、麻生区の特徴を出したい。 

（部会の進め方について） 

  ・第３期は部会のなかでテーマを２つに分けたら、部会が２つに分かれてしまった。今

年度は、２つのテーマを関連づけながら扱っていきたい。 

（３）その他 

  ア 専門部会副部会長の企画部会への参加について 

 【決定事項】 

    ・企画部会に専門部会副部会長を設置することとするが、全体会での承認が必要なため、

２月まではオブザーバー参加とする。 

 ・上記内容を、次回専門部会（安全・安心のまちづくり部会）にて諮る。 

    イ 区民会議に届いた意見について 

【説明事項】 

・事務局より、区内清掃工場付近に在住の男性より、清掃工場より発生される低周派音に

悩まされており、広く環境問題の１つとして区民会議で検討して欲しい旨要望があった

との説明（資料６） 

   【決定事項】 

・ 区民会議で検討した結果、悩まされている住民の方はとてもお辛いだろうが、環境問

題として区民会議が取り扱うには内容が専門的であるため、環境局に誠意を持って対

応頂く方向とする。 

  ウ 平成24年度区民会議交流会について 

【説明事項】 

   ・事務局より、平成２４年度区民会議交流会について説明（資料７）  

  エ 次回企画部会について 

 ①日時：平成２４年１２月３日（月）午後７時から 

   ②議題：広報（タウン紙への原稿送付）など 

以上 


